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	【前号のつづき】　公務員連絡会の追求と人事院・職員団体審議官の回答です。（要旨）

※50歳台後半層の給与引下げ問題については、下記「出発集会」掲載のため次号に。

 勧告作業 
公務員連絡会：勧告作業が例年通りであれば、勧告日も例年通りと想定していいか。

人事院：勧告作業は例年のペースで進んでいるが、勧告日について、いつとは言えない。
	
	
	 官民較差 
公務員連絡会：月例給は、厳しいということだが、マイナス較差の可能性が高いのか。一時金の月数確保も含め、生活防衛のため、労働基本権の代償機関として努力してもらいたい。

人事院：月例給は、マイナス較差になることも十分あり得るという認識に立っている。










	 公務災害は高い水準で推移 
労働者の安全と健康に関する事業者責任については、労働安全衛生法に規定があり、地方公務員もその対象とされています。

しかし、地方公務員数が大幅に減少する中、2008年度は26,525件が公務災害と認定され、依然として高い水準で推移しています。

総務省調査によると安全衛生委員会の未設置が町村職で23.8％あり、設置されていても開催されていない職場が多数あります。

津別町では、毎年、春闘要求で労働安全衛生委員会の開催・充実について要求し交渉していますが、2006年度までは年１～２回の不定期開催でしたが、2007年度から四半期に１度の開催がされるようになりました。

 深刻なメンタルヘルス問題 
さて、地方公務員安全衛生推進協会の「地方公務員健康状況の現況（約80万人対象）」（2009年11月）によると、在職職員の精神および行動の障害を理由とした１カ月以上の長期病欠者は、9,161人（長期病欠者の46.3％）、自殺者は149人（在職死亡者の15.8％）とがんに続き在職死亡原因の第２位となっており、地方公務職場においてもメンタルヘルス問題は深刻な状況にあります。
	
	
	厚生労働省は2006年、職場におけるメンタルヘルスケアの適切かつ有効な実施のために「指針」を改正し、事業主に対し、長時間にわたる過重労働の排除と健康管理対策の強化、疾病が発生した場合の再発防止措置の徹底を求めています。

　
 全員参加「一人一要求」から 
こうした「指針」を受け、自治労は安全衛生体制の確立と快適職場づくりをめざして、総務省、各自治対に要求と交渉を行い、職場改善を重視した全国的な取り組みを進めてきました。

　職場改善の取り組みは、その職場で働く職員の参加がなければ成り立ちません。職場環境について一番身近で、一番良くわかっている組合員一人ひとりが安全衛生活動に意見を言えて参加できるよう、組合としても春闘期に確認した「一人一要求」から取り組みを進め、今後の秋季闘争・新年度予算闘争での労使交渉、そして安全衛生委員会への意見反映につなげていきます。

　今後の執行委員会、現評幹事会でさらに議論をしていきます。







＝出発集会の内容＝（２０分間）


○ 開会挨拶


○ 主催者挨拶　　網走ブロック実行委員会


○ 来賓挨拶　　　平和運動フォーラム議長


○ 自治体挨拶　　津別町長・津別町議会議長


○ ランナー決意表明　　


○ 閉会・リレー出発









































































































































７月13日の人事院との交渉で、職員団体審議官からの回答を受け、公務員連絡会は次のとおり追求し、審議官から回答がされました。








ご案内のとおり、本日から全道３コースで「反核平和の火リレー」が取り組まれます。Ｃコースは、津別町が出発。Ａコースは幌延町、Ｂコースは利尻富士です。


９時１５分の「出発集会」に組合員の皆さんも、業務に支障をきたさぬ範囲で、ぜひ、ご参加ください。




















先にご案内しました 国労美幌闘争団の“解決記念”「北海しまえび」は、４１パックものお申し込みをいただきました。心からお礼申し上げます。


遠く南アルプス市でも横内久人さんが声をかけてくださり、南プスの皆さんから１２パックものお申し込みをいただきました。オホーツクの味を堪能していただきましょう。


能取湖産 北海しまえび 引渡し分は､２２日（木）午後５時頃の予定








